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【中間報告】

常設展示の維持管理

保護センターの観察園内で開花している植物を中

心に展示。

お客さんの反応としては、写真の情報を見て観察園

に行くことが多い。

６月１１日に実施していたはまなすフェスティバル

の開催様子の情報や、環境課で本町地区に配布して

いるいしかりカエル通信、保護センターの通信はま

ぼうふうなどの展示。その他、アカモズに対する観

察のマナー啓発用ポスターなども展示し、周知を実

施した。

【保護センター館内】

項目 目的 手法

常設展示の維持管理
来館者が、どんな時期に来ても石狩浜の成り立

ちや保全活動、海浜植物について学べる展示。。そ

の季節に合った新しい情報の発信、保護センター

内外含めた開花情報や環境情報の更新を実施。

調査写真や、観察園の開花情報などを随時更新

（目安として月に１度）。

展示の内容については、R5年度に出来上がる石

狩浜のアクションプラン作成に合わせてR6年度以

降見直しを検討。

フィールドマップの情報更新

調査研究報告、学習報告等の掲示

研究現場での調査や実験について、来館者に情

報を発信する場として設置。

今後、道総研の聚富地区での植生
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【中間報告】

フィールドマップの情報更新

はまなすの丘公園や聚富原生花園、その周囲の環

境状況の様子や植物の写真を随時更新。

写真については現況調査などで行った際に、花の

写真などを記録して、保護センターでも共有するよ

うに図っている。

展示はしていないが監視員によるハマナスの丘公

園の海浜植物情報についても随時記録し、情報とし

て集めている。

その他、観察園入口に、現在の花の見どころという

ことで、咲いている花の紹介。

来館者さんを見ていると、その写真を見て観察園

に行くことが多い印象を受ける。
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【中間報告】

園路および表札の整備・維持管理

観察園入口に観察園の花の時期や、場所の説明を

つけている。

主な植物には看板をつけて名前と情報を分かりや

すくしている。多くなりすぎると、景観を損ねる場合

もあるため、多すぎず、少なすぎずを調整している。

その他、ドクガの発生や木道の維持など来館者の

来館の妨げになるものもあるため、随時チェックを

して対応をしている。

【観察園】

項目 目的 手法

園路および表札の整備・維持管理

来館者の方が安全に見学できるように、園路の整

備及び花の情報の提示。

日常業務内で点検。

ゾーンの目的に沿った

植生維持管理

自生地の植生調査をもとに、展示内容と連動した

植生遷移の再現をすることでコンパクトに石狩浜

の自然環境や海浜生態系を見学できる場所とする。

その他、野生下では見ることが難しくなった植物

の保全場所としての利用。

自然状態を再現しつつ、維持管理として効率の良

い手法の検討・実施。

環境学習（ほりほりゾーン）への利用場所の設置
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【中間報告】

ゾーンの目的に沿った植生維持管理

令和３年度より市の直営となり、委託団体から引

き継いだ形で観察園の維持管理を継続している。

石狩浜の代表的な植生を自生地から何カ所か選

定し、近づくように剪定・除草等を実施している。特

に後浜から海岸林までを再現した植生再現区では

なるべく外来種が入らないように植生を維持管理。

今後、秋には後浜と、第一砂丘ゾーンは掘り起こし

をすることで人為的な攪乱を起こし、より自然な状

態に近づけるような管理を続けていく。

維持している観察園は、来館者が花を見るだけに

とどまらず、環境学習等でコンパクトに石狩浜の植

生を案内するなどに活用している。
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【ハマナス再生園】

項目 目的 手法

体験学習やイベントを想定したハマナス

再生園の整備・維持管理

来館者の方が安全に見学及び花摘み等ができる

ように、園路の整備及び花の情報の提示。

日常業務内で点検

市民参加による

ハマナス再生園維持管理

「ハマナスHealthyタイム」の内容充実

（ミニレクチャー・ポストカード配布等）

ハマナス再生園の維持管理の一部を市民の活動と

組み合わせ、維持管理の一手法として維持と普及

啓発を目的に実施。

ハマナスHealtyタイムの実施（月１回程度）

【中間報告】

体験学習やイベントを想定したハマナス再生園の整備・維持管理

ハマナスの花弁・果実採取の場だけではなく、ハ

マナスを通じた石狩浜の普及啓発事業の一環として

普及啓発イベント「はまなすフェスティバル」の実施

や、環境学習での活用など実施した。

〇第１０回はまなすフェスティバル
開催日：令和４年６月１１日（土）
時 間：１０時～１４時
参加者：４００人
内 容：ハマナスの花摘み体験

ハマナスの蒸留実演
ハマナスなぞときクイズ
ブーズめくりスタンプラリー
ハマナスカフェ＆雑貨販売
ハマナスサロン ほか

〇環境学習

【Ⅰ】

日 時：令和４年６月29日

機関名：緑苑台小学校（３年生）

内 容：ハマナスの花や葉の観察

【Ⅱ】

日 時：令和４年７月１３日、１５日

機関名：花川小学校（３年生）

内 容：ハマナスの実の観察

【Ⅲ】

日 時：令和４年７月20日

機関名：北陽認定こども園

内 容：ハマナスの苗の植え替え
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市民参加によるハマナス再生園維持管理

「ハマナスHealthyタイム」の内容充実（ミニレクチャー・ポストカード配布等）

ハマナス再生園の維持を市民参加型で実証するた
めに、月に１～２回の頻度で市民活動の一環として
除草作業イベントを実施。
昨年度までは道民カレッジの連携講座として登録。
本年度より石狩市民カレッジの連携講座として実施。
リピーターによる参加者により、下草などの除草
を継続して実施。今年度は参加者にポストカードや
ミニレクチャーを追加し、参加者にも作業だけでは
ない学びの時間も加えた。

〇開催日
【第１回目】
日 時：5月12日（木）
参 加 者：3名
内 容：苗の移植
こばなし：イソスミレ・ハマボウフ

【第２回目】
日 時：５月２６日（木）
参 加 者：3名（新規1名）
内 容：外来イネ科牧草除去
こばなし：海岸草原でハマナスとともに育つ植物

【第３回目】
日 時：６月９日（木）
参 加 者：6名
内 容：外来イネ科牧草除去
こばなし：ハマナスの花の寿命

【第４回目】
日 時：７月１４日（木）
参 加 者：8名（新規1名）
内 容：外来イネ科牧草除去
こばなし：ハマナスの花と結実

ハマナスこばなしシリーズ
参加者にお礼として配布
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【中間報告】

事前学習の補助

保護センターに来館予定の教育機関に対して、事

前にプリントを配布。

学校ごとにタブレットを使って、来館前にワーク

シートを見てくれることが多かった。

事前に調べてくれることで、来る前に準備ができ

ているため、子どもたちもスムーズに話を聞けるよ

うな印象。

【環境学習】

項目 目的 手法

事前学習の補助

市内教育機関からの依頼が多様化していることか

ら、学習の目的と所用時間を設定し、アクティブ

ラーニングを主体とした石狩浜の授業内容の構築。

環境学習の実施から教材、内容の見直し。

ワークシート・

体験プログラムの構築
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【中間報告】

ワークシート・体験プログラムの構築

今年度より昨年作成したワークシートを、来館する
ことが多い３・４年生に合わせて修正。
学校ごとの要望時間、実施する時期に合わせた内
容の見直しと、キーワードの確認などを検証。

【Ⅰ】

日 時：令和４年６月29日（水）

機関名：緑苑台小学校（３年生）

内 容：展示室、観察園、ハマナス再生園

【Ⅱ】

日 時：令和４年７月７日（木）

機関名：紅南小学校（３年生）

内 容：展示室、観察園

【Ⅲ】

日 時：令和４年７月８日（金）

機関名：石狩八幡小学校（５年生）

内 容：展示室、観察園

【Ⅳ】

日 時：令和４年７月１３日（水）、１５日（金）

機関名：花川小学校（３年生）

内 容：展示室、観察園、ほりほり体験

のべ ５校 21２名（児童198名、教員14名）
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【中間報告】

アンケートの実施

令和４年７月２９日現在で２４枚のアンケートを収

集。

引き続き来館者の意見をまとめ、意見として参考

にさせて頂く。

内容についてはR３年度のアンケートを引き続き

使用。

【来館者のニーズ、意識把握】

項目 目的 手法

アンケートの実施 来館者からの意見を聞く機会の創出。 センター内にアンケート用紙の設置。
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【中間報告】

ホームページ維持管理

令和４年７月２９日現在で、保護センターで展示

している開花状況と同じ内容を発信。

情報誌の発行

花の開花が多い６月に合わせて第74号を発行。

次号は８月を予定。内容は保護センター館内での下

記情報や、今後のイベント、保護センター館外での活

動について広く周知。

市内施設や、札幌市内に送付。その他ホームペー

ジ・センター館内で掲示。

【情報発信】

項目 目的 手法

ホームページ維持管理 来館を促すだけでなく、来ることができない人へ

も石狩浜の自然について知ってもらうための普及

啓発。

調査写真や、観察園の開花情報などを随時更新

（目安として月に１度）。

展示の内容については、R5年度に出来上がる石

狩浜のアクションプラン作成に合わせてR6年度以

降見直しを検討。

情報誌の発行

調査研究等報告会の開催

近隣施設での情報案内

CISEネットワーク・館ネットワーク・

その他他団体主催事業への

協力・出展

石狩市外へのセンター及び石狩浜について積極的

なPR。

他団体の主催イベントに参加
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【中間報告】

CISEネットワーク・館ネットワーク・その他他団体主催事業への協力・出展

石狩湾のトランクキット（ＣＩＳＥネットワーク作成）

を活用したイベントの実施。

保護センターは講師として参加。

札幌ドームの会場で石狩湾のトランクキットを置き、

対面でイベントを実施している場所と、保護センター

やいしかり砂丘の風資料館といった現場をつなぎ、

現地にいなくても現場を実際に伝わるようなハイブ

リットな展開を想定。

〇イベント

日 時：令和４年７月３０（土）・３１日（日）

時 間：３０日 １３：３０～１４：２０

３１日 １２：３０～１３：２０
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【中間報告】

自生地における見本植生の選定と植生調査（海岸草原保全手法の検討）

観察園の植生管理の目標とするため、海岸草原に

植生見本区を選定し、植生調査を実施。

観察園・再生園の植生調査（海岸草原保全手法の検討）

植生見本区との相違や、観察園・再生園の状況の

確認のため、年３回調査を実施。

【現植生・生物相の把握】

項目 目的 手法

自生地における
見本植生の選定と植生調査
（海岸草原保全手法の検討）

観察園のエリアごとの管理に必要な現地情報の収集

季節ごとの植生調査

観察園・再生園の植生調査
（海岸草原保全手法の検討）

見本となる現地植生との比較に必要な情報のモニタ
リング

イソスミレの生育状況把握 イソスミレの状況の把握

個体数、生育環境モニタリング

ハマボウフウの生育状況と
採取の影響把握

捕獲圧や保護区外における生育状況の把握
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【中間報告】

イソスミレの生育状況把握

絶滅危惧種イソスミレの生息環境調査、及び動向

をモニタリング。

位置情報の記録を蓄積し、今後周辺の植生やイソ

スミレと植生遷移の指標として記録していく予定。

ハマボウフウの生育状況と採取の影響把握

ハマボウフウの一定サイズ以上の個体数と花茎の

有無を弁天地区と知津狩浜で調査。

採取後の株の生残、花茎の有無を調査。

↑地区ごとに面積当たりの
繁殖個体数カウント

←弁天地区で5月に採取し
た株が再び葉を出している
様子を確認

－１３－
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植生管理に係る手法の検証

項目 目的 手法

聚富海岸植生再生試験・
モニタリング調査協力

海浜植生の再生手法の検討（主催：道総研） 植生調査等の協力

ハマナス再生園・観察園における自生地植
生再現及び効果的維持管理手法の検証
（海岸草原保全手法の検討）

自生地の状況を踏まえて、より自然に近い状態で維
持できるような管理手法の検討。

現地での状況を踏まえ、日常業務にて播種・除草を実
施

【中間報告】

聚富海岸植生再生試験・モニタリング調査協力

道総研が行う聚富海岸植生再生試験の中で、再生

目標区の植生調査を実施。

ハマナス再生園・観察園における自生地植生再現及び効果的維持管理手法の検証（海岸草原保全手法の検討）

移植時に生じる裸地や内陸性植物の掘り起し・除

去で生じる裸地は、外来種が繁茂しやすいため、自

生種の積極的な移植や播種で外来種の繁茂を抑制

できないか、モニタリング調査の実施。

再生園：ハマナスとともに、自
生地で混生している種の苗を移
植

再生園：チガヤ掘り取り後に、自
生地で混生している種の種子を播
種
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【資料・データの集約・管理】

項目 目的 手法

標本・調査記録・自然情報にかかわる収
集・管理

センターに保管している標本の維持管理
調査の記録や報告書の集約

標本の定期点検、調査報告書の作成、関係機関報告書
の収集など

外来種対策

項目 目的 手法

生育状況把握、範囲・手法の検討、対策実
施

石狩浜の環境変化等の状況把握 他事業ので現地調査から検討

【中間報告】

標本・調査記録・自然情報にかかわる収集・管理

昨年度まとめた植物標本の整理と、湿度管理のこ

まめな監視等の日常点検の実施。

【中間報告】

生育状況把握、範囲・手法の検討、対策実施

聚富地区に生育していたエニシダ（北海道ブルーリ

スト掲載種）

石狩振興局より照会があり、保護センターにて防

除済み。
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保護地区の利用状況把握・監視・啓発・維持管理

項目 目的 手法

車両侵入の有無、誘導ロープ等の設置・修
繕

海浜植物等保護地区の維持管理
監視員を配置し、現状の保護地区の監視、車両侵入
の有無、ロープの補修等を実施

単管柵の維持管理

はまなすの丘公園木道周辺の植生維持管
理

公園（観光地）としての景観保全
目指す自然の景観について専門家を交えた方針の決
定。

【中間報告】

車両侵入の有無、誘導ロープ等の設置・修繕／単管柵の維持管理

会計年度任用職員として監視員１名を雇用し、週

に５日間見回り、侵入の禁止や、植生維持に関して

適宜対応に努めた。

はまなすの丘公園木道周辺の植生維持管理

監視業務範囲内で、木道散策の妨げになりうるニ

セアカシアやアキグミ等内陸性植物について除去。

以前に実施していた景観保全作業等については、

公園管理・植生の管理・観光との視点で考えていく

必要があるため、アクションプランにて方向性を定

めたのちに実施の有無を判断する。

－１６－



ふれあい地区のルールの普及

項目 目的 手法

ハマボウフウの生育状況調査と連動した
啓発型参加型調査

ふれあい地区の認知度向上のため地元を中心に
普及啓発

ハマボウフウ調査と普及啓発を兼ねたイベントの実施

【中間報告】

ハマボウフウの生育状況調査と連動した啓発型参加型調査

春と夏に開催。春には保護地区内でハマボウフウ

を観察し、保護地区の話やハマボウフウについて学

ぶ。夏には実際に春に採ったハマボウフウがどう

なったかということを参加者と一緒に確認。

〇親子で学ぶハマボウフウ講座

日時：令和４年５月１４日（土）／７月１６日（土）

１０時～１２時

主催：うみいく

共催：石狩浜海浜植物保護センター

場所：保護センター／弁天地区

－１７－



ハマナス再生園の活用に対する協力

項目 目的 手法

花弁・果実利活用状況の把握
石狩浜ハマナス再生協議会との連携したハマナスの
活用と普及啓発の実施

企業へのハマナス花弁・果実の提供と石狩浜のPR協
力依頼

【中間報告】

花弁・果実利活用状況の把握

採取後に計量を行い、採取量を把握した。

また、ヘルシータイムへの参加も継続して呼び掛け。

ツアーでの花摘み

事業者さんの花摘み

－１８－


